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0方 ばじめに
本稿は，筆者の大学時代の専攻外国語であったモンゴル語を中核に捉え，こ
れに大学院で柴田武先生からお教えを頂いたトルコ語と，母語である日本語（東
京方言），そして場合によっては満州（トウングース）語，朝鮮語などを適宜
対照させた研究ノートである。但し，日本語学や英語学など多くの研究人口を
擁している学問分野とは異なり，マイナーな研究分野における研究条件は決し
て恵まれたものとはいえない。その一斑が，少なくともモンゴル語学において
は，いまだに信頼すべき記述文典や辞書さえ完成を見ていないという厳しい現
実に看取することができる。
従って，ここに敢えて標題のようなテーマを掲げておくということは，今後
筆者と似た分野で活躍される後進の諸氏にはもちろんのこと，このような分野
とは無縁の学究にもいくぼくかは禅益するところがあるものと信じて筆を執る
こととした。
なお，年来上のような責務を脳裏の片隅では感じつつも，日頃の実験音声学
的研究に忙殺されて果たせずにいた筆者に対し，是非にとのお勧めを賜った本
学系紀要編集委員長の芳賀紀雄教授と，大学院における筆者の開講する「アル
タイ言語学」の講義に出席して，専門とするトルコ語に関する情報提供をはじ
めとするサポートをしてくれた本学研究科の院生福盛貴弘氏に，衷心より感謝
の意を表する。
1丘アルタイ話語概説
1－1一定轟と呼称
アルタイ諸語の定義に関しては，広狭の異なる立場がある。最も広く捉えた
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見方としては，トルコ語・モンゴル語・満州（トウングース）語に加えて，朝
鮮語・アイヌ語・日本語までもが間接的には含まれるとするStreet（1962）
があり，また最も狭く捉えた見方としては，服部四郎（1959：255）に述べら
れている
アルタイ諸語（Altaiclangua酢S）とは，チエルク語族（Turkiclan－
guages，広義の「トルコ語」），蒙古語族（Mongollan糾喝eS，「モン
ゴル」語族ともいう），トウングース語族（Tungusiclanguages）のこ
とである。
とする見解がある。
ところで，筆者は比較言語学という方法論に対しては甚だ懐疑的な立場をと
る者の…Ⅷ一人であるところから，インド・ヨーロッパ諸語と，せいぜいセム・ハ
ム諸語以外の言語にこの方法論を適用することの妥当性が，今もって納得でき
ないでいる。この故に，上記の服部四郎説に見える「語族」という呼称にはな
じめない。（ついでのことに，先に引用した服部四郎博士の定義に見える蒙古
語族に対応する英訳の“Mon酢）11anguages”は，“Mon卯1ianlangu喝eS”と
した万が一般的であろう。）
従って，筆者は比較言語学的方法論よりはむしろ言語類型論的視点からこゴl
らの諸語を捉え，トルコ語・モンゴル語・満州（トウングース）語の3言語を
「アルタイ諸語」と呼ぶこととしている。
次に，Altaicという呼称についてだが，江実（1975：169－70）などを参考に
してまとめてみると，7世紀の前半にチエルク族がモンゴル高原の西端に位置
するアルタイ山脈付近で活動していたという記録が，中国における正史の『周
書』「突欺（とっけつ）伝」および『旧唐書（くとうしょ）』「鉄勤伝（てつろ
くでん）」等に見える。そこで，ヨーロッパの東洋学者たちはこの史実を根拠
として，次第にモンゴル，満州・トウングース，チエルク諸語を総括してこの
ように呼ぶようになったのではないかと考えられている。
また，先に掲げた江実（ごう・みのる）博士は，これらの諸語を扱ったアル
タイ言語学の古典を終いた結果，スウェーデンのvon Strablenbe瑠（1730）
にあってはタタール・フンノ・スキティッシュとして，またデンマークの
Rask（1834）ではスキート語として言及されているのに対し，ドイツのSchott
（1849）に至ってようやく“Altaiscbe”という術語がはっきりと見えるところ
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から，この19世紀前半あたりをaltaiという呼称の採用時期と見ている。
なお，altaiという呼称がモンゴル語だとすjlば，「金」という意味であり，
この複数形はaltanとなる。ちなみに，中国史に登場する「契丹」などもモン
ゴル語で解釈すれば，「中国（人）」を表わす複数形のkitanと考えられる。無
論その単数形はkitaiとなるが，こちらの音形はわが国では「カラキタイ（黒
契丹）」として知られているほか，英語でも「Cathay航空」のような古風な
言い方に化石化して残っている。
1キ2暮文献資料
印欧系の諸言語などと比べれば，アルタイ諸語における文献資料は問題にな
らないくらい質量共に貧しい。しかしながら，そのような状況下でも比較的ト
ルコ語モンゴル語には満州・トウングース語よりは豊富な文献資料が残されて
いる。従って，以下にモンゴル語を中心として，これに若干程度のトルコ語お
よび満州・トウングース語に関する資料を補足して，アルタイ諸語における資
料の一斑を示すこととする。
なお，日本語に関しては，日本語学関係において歴史と伝統に支えられた旺
盛かつ高水準の研究が奪えているので，本稿においては省略する。
1．2．1．モンゴル語
（1）契丹文字
916…1125年にかけて，遼王国を栄えさせた契丹族が残した契丹文字文献があ
るが，契丹語自体がモンゴル語とどの程度の類縁性を持つのかがまだ十分に明
らかにされていない上に，その解読に関しても，フランスのシャンポリオンに
よって解読された古代エジプトの聖刻文字や，わが国の俊秀西田龍雄博士に
よって解読された西夏文字などとは著しく条件が異なっており，既知の言語に
よるまとまった量の対訳および韻書の類が発見されていない現状では，成功に
至る可能性は極めて低い状態にある。
契丹語に関する資料は，（1）契丹文字によって書かれた哀冊（あいさつ）と呼
ばれる遼王国時代の墓碑銘と，（2）『遼史』，『契丹国史』などに断片的に残され
ている「陶里～淘里（tauli）＝兎」，「討（tau）＝5」，「捏褐（nie，Ⅹ∂り＝犬」
…といった漢字によって表記された単語がある程度であり，質量共に恵まれて
はいない。なお，上に挙げた語は，モンゴル語ではそれぞれ／ta111ai／（兎），／
tabu～tabun／（5），／noqai／（犬）となるところから，かなりな程度におけるモ
ンゴル語との相関性が指摘されている。
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次に，具体例示として図1…1に，中国領の内蒙古自治区にある「ワール・
イン・マンハ」の慶陵から出土した哀冊を，契丹文字の資料として掲げる。…】ふ
応は，漢語による対訳がつけられているところから，全体で「仁聖大孝文皇帝
の哀冊文」という意味を表すことはわかっているが，音形の方は完全にはわかっ
ていない。しかし，文字の構造に関しては墓石の上にのせてある「家憲（てん
がい）」から，おおよそのことを推定する手がかりが与えられており，1970年
代以降は内蒙古大学の晴格爾泰（チンゲルタイ）教授を中心とする研究者たち
が人名や官職名などを漢語と対照させた結果，「／ト字」と呼ばれる表音機能を
有する377字のうち100字余の音価推定に成功している。
なお，わが国における契丹文字に関する先行研究としては，「慶陵」を調査
した東洋史の田村寄道氏を筆頭に，長田夏樹（1951），村山七郎（1951）など
があり，さらに簡単な紹介が，小沢重男（1968），同（1971），栗林均（1992：
519），城生伯太郎（1985，19892：209－213），その他にある。
図1…1 契丹文字 城生伯太郎（1985，19892：213）より転載
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（2）蒙古文字
縦書きによる特異な字形として知られる蒙古文字には，①13世紀－16世紀ま
での「ウイグル式蒙古文字」と，②17世紀以降今日に至るまで用いられている
いわゆる「蒙古民族文字」の2種が区別されており，それぞれ図1－2と1冊
3に示すような形態を備えている。
このうち①の使用は，1204年にチンギス・ハーンがトルコ系のナイマン族を
征服した際，当時のアジアにおける先進国であったウイグル人の宰相塔塔統阿
（タタトンガ）を捕え，彼から文字の存在とその価値を教わり，これを側近の
者に学習させたという史実にその端緒を置いている。また，現在このウイグル
式蒙古文字による最古の文献は，1224（または1225）年の成立と目される「チ
ンギス汗石碑文」とされている。その内容は，チンギス汗の甥に当たるイエス
ンゲの武勲をたたえた5行およそ20語から成る賛辞である。
なお，この①による資料には碑文や書簡などかなり断片的なものから，仏典
や物語の翻訳に至るまで，比較的いろいろなものが残されている。その中から，
管見のおよぶ範囲で主だったものを列挙すれば，次のようなものがある。
際碑文
臍源十方大紫微官聖旨碑（1240）
ムンケ汗碑文M6ngkeqa†an…uk6siyen一也biさig（1257）
漠蒙対訳碑文（1335，1338，1340，1346，1362）など
図書簡，印璽，通行証など
グユク（G也y也k）汗からローマ法王Innocent4世への書簡に押印され
た印璽（1246）
イル（Il）汗国王からローマ法王，フランス国王への書簡類（1289，1290，
1302，1305）
ローマ教皇の使節に与えた通行証（1267または1279）
因仏典，物語などの翻訳
チョイジ・オドセル（ehos一触i，Od－Zer）の翻訳による『入菩提行論
（Bodiるariyaavatara）』，同注釈，『アレクサンダー物語（Sulqarna卜
yintuγuji』（14世紀前半と日される）
漠蒙対訳の『孝経（TakimdaγunOm）』（14世紀中葉と目される）
『スバシド（Sayin也ge一拍 erdeni－yinsang）』，『パンチャラクシヤ
（Tabunsakiyan）』，『普曜経（Arbanqoyarjoki n那ui）』，『金剛般
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若経（Altangerel）』（いずれも14世紀と目される）
これに対して，②による表記では，当時採用されるようになった木版刷りに
よる出版方法の変更と，従来の文字では弁別できなかった若干の音韻に対する
修正という目的から，全体的な字形の洗練に加えて無声音と有声音の／己／と
／羞／，／k／と／g／の区別を一部で可能にし，さらに16世紀の後半以降チベット
仏教の受容と共に大量に流入した借用語を表記するため，／p，h／を新設する
などの工夫が凝らされている。
さらに，この②による文献にはかなりまとまった分量のものもあり，斯学の
適時的研究に多大な貢献をしている。以下に，これもまた管見のおよぶ範囲で
主だったものを列挙すれば，次のようなものがある。
囲仏典
『チベット大蔵経（カンジュール Kanjur，タンジュールTanjur）』
『パンチャタントラ Tabun昌astir）』（以上，16世紀後半）
遊歴史年代記など
『アルタン汗伝（Altanqa？an－utu†uji）』（17世紀初頭）
『蒙古源流（Erden卜yintob己i）』（1662）
ロフサンダンジン（bI」0－bzaムbsTan一，さin）の『アルタントプチ
（Altantobとi）』（17世紀中葉の成立とされる）
『シラトージ（畠iraT－ユγuZji）』（17世紀後半の成立とされる）
『クク・デブテル（Ktikiidebter）』
『クク・ソドル（Ⅹ也k也sudur）』
『オラガン・デプテル（Ula†andebter）』
『ェルデニーン・エリケ（Erden卜yinerike）』
『無名氏撰のアルタントプチ（Qad…un 也nd也S也nqurian耶uiAltan
tobei）』（以上，17世紀）
『ゲセル汗物語（Geserqaγan－utuγuji）』（1716）
なお，これらウイグル文字に由来する蒙古民族文字は，その後西部のオイラ
ト族にあっては17世紀の中葉に，後述する「トド文字」の中に発展的に解消さ
れるまで，また，東部のブリヤート族にあっては1930年にラテン文字が採用さ
れるまで，そうしてモンゴル国にあっては1946年にキリール文字に基礎を置く
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「新文字」が採用さjlるまでの長期間にわたって，モンゴル語を記録し続けた。
こゴlらに対して，中国におけるモンゴル族は現在でも相変わらず蒙古民族文
字を使用しており，また，これに加えて1992年2月13日には，周知のように，
政治的混乱から従来の「モンゴル人民共和国」が国名を「モンゴル国」と改称
し，併せて新政策の一環として公用文字を従来の「新文字」から再度モンゴル
民族文字に剛房することを法令で決定し，当初は1994年以降にこれを実施する
運びになっていた。
しかしながら，この文字改革案は余りにも急進的に行なわれたために，文字
の有する社会習慣的な「慣用」の側面がクリアーされなかったことと，文字論
的観点からは，現在使用中の文字と比して採用しようとしている文字の械能効
率がかなり低いことが禍して，今もって実現を見ていない。灰閉するところに
よれば，2002年にはこの文字改革案を達成させたいとする政府見解があるよう
だが，筆者はその成功を疑問視している者のひとりである。
（3）パスパ（bPbags－pa）文字
世祖ホビライ汗によって1269年に公布された文字。チベット僧の八恩巴
（bPhags－pa）に作成させた文字で，中華そばのどんぶりの繚についている
飾り模様のような四角い字形をしているところから，一名d6rberとin也Seg（方
形文字）とも呼ばれる。もととなる範形はチベット文字で，これを正方形に変
形した上で縦書きとし，左から右へと綴る。
図1－4に示した具体例から明らかなように，蒙古民族文字に比べると，か
なりの程度に母音や子音の詳細を表記し分けることができるので，言語学的観
点からは機能的に優れた文字だということができる。しかしながら，一方では
音節ごとの分かち書きをしなければならない点などに，ことモンゴル語を表記
する上では必ずしも便利とはいえない側面があったようである。このためか，
元の時代には国字として奨励されたが，ほとんどまとまった文献資料が残され
ておらず，結局1368年の元朝の崩壊後は自然消滅してしまった。
次に，パスパ文字による資料は上にも述べたように僅少で，仏教や道教の寺
社に対して免税の詔勅を記した書状，碑文など20数点，居庸関の仏塔に刻まれ
た「造塔功徳記（1343）」，4点の「駅逓通行牌子」，3枚の『スバシド』の蒙
訳版本断片，印章などがいずゴlも13仙4世紀の資料として残されているに過ぎ
ない。
なお，1308年成立の韻書である『蒙古字韻』には，漢字音をこの文字によっ
城生伯太郎
緩
速
訂
叫
（
彗
‥
S
簑
〓
邑
d
O
d
紳
輔
祇
．
琳
輔
去
も
†
小
N
－
一
区
田
絹物砂喝野噂 陶噛軸 蛋 鞠私宅退 芸鞄 勒あ守淘 磯 ‰ 夢
濁
．召鞄
顧
密
喝拶
轡野退塾鞄
謬 餅 題
轡鞠
野戦
習
鮮
叫
感
冠
穏）
頴
歯 姦
闘
済
影
宅喝
鞄 靡 欝 鸞 節 曙 囁
叫
感
芯
●冠
対
感 轟 轡 鞄 霹 欝 闇 聯 園 筍
田
畠遥
選者
怒 犠） ○璽あ
譜
el
；欝
！Q
裟 静 餅 勒℡恥 超
野内
感
．召覿
野
甲奴廻鞄
管攣
轡弧喝
鞠 厨 鬱
♂
欝Ⅷ四国喝
◎
攣攣
闘
鮮
♂
閤
讃
◎
詞
轡佃 筍 響 圏
轡響
闇
轡
○
闇
轡
戚
葛岡
轡
静
厨
濁
芯
●員
弼
感野 喝 曙 喝済 噂轡管
噂
○
噂
静
管
簡
昏
嘲
溜
恕
覿
肉
感
溜
醜
謁
怒
号
監
鮎
⑳
題
噂
軸
⑳
琉
鎚
鮎
澄
⑳
崩
因
噂
習
姐
曽
済
軸
⑳
⑳
弼
題
感
酔
アルタイ話語対照研究（1）
如
遜
舅
鶴
触感酢i¢汲
窃払亀㌢亀¢も◎訂昏
j私立払盈 馳ぬ盈 野払底息
凰 歯 盛 句⑳ 感転句 あー虚
慧 感 遜 →宅◎ ぬ叫 中旬靡
魯 魯 題 喝 ♂》
毯 ¢ 一弘 盛 項惣 囁
轟 ∂ 滋 感 濁 礪 喝
¢ 絡
○濾
○‘感 喝 執
7 野 み 』
8 g
．：欝
濁 亀
9 γ ○昏 ℡瑠 濁 言亀 息
且0 あ 句 喝
β溜
急呈 p 喝 竺抄
急2 β 新 靡－ 磯 風
五誌 β 愈 教 亀長
息毯 孟 虚 靡
．。盛 囁 駄
凰＄ 孟 戯 鳩過
。＆あ
旦⑳ 隅 鶴 嘲 句
且7 虐 細 亀盈
温色 き ぜ喝 幽
急⑳ 野 ぜ喝 ぜ喝 ♂＞
20 ゐ ダ 〆－＞ ♂さ ご夢
2且 ゐ ぞ＞ ダ＞
盟盟 ダ 鋼 銅 ぬ
豊富 甘 鯛 網 ！
艶 ゐ 讃 威g ぎ
図1－3 蒙古民族文字
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図1－4（a）パスパ字（子音）
Poppe（1965：22）より転載
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て音訳してある。また，わが国においてカナ書きで表記する場合に，「パスパ」
とすればモンゴル語読みであり，「パクパ」とすればチベット語読みであると
する習慣がある。
（4）アラビア文字
13－14世紀の西部モンゴル語を記録した資料で，主にイスラム圏の学者たち
によって記録されている。代表的な文献は，『イブン・ムハンナー（Ibna卜Mu－
hann畠）の語彙』，『ライデン（Leiden）語彙』，『ムカデイマット・アル・ア
ダブ（Muqaddimaもa卜Ådab）』の辞書である。図1…5に，Poppe（1938）
によってその一部を示す。なお，研究書としてはLig・eもi（1962）などがある。
（5）漢 字
13世紀前後の，中世モンゴル語を代表する資料である。代表的な文献はなん
といっても13世紀中葉に著わされ，14世紀後半に音訳されたと目される『元朝
秘史』だが，これ以外にも漢字で記録された文献には，『至元訳語』（13世紀後
半），『牽夷訳語』（1389年を皮切りに3種類現存する），『北虜訳語』（1599出版
の『登壇必究』所収），『慮龍塞略』（1610），『前門防禦考』（1621出版の『武備
志』所収）などの対訳語彙集の類が比較的豊富にある。
但し，栗林均（よあよd∴521）は，
後世の漠蒙対訳語彙集には，先行する『華夷訳語』などの記載を，その
まま踏襲している部分があり，ただちに同時代の口語資料と見なすこと
には，警戒を要する。
としている。以下に，具体例として『元朝秘史』（四部叢刊本）より，その
一部を図1－6に示す。また，研究書としては小沢重男（1984…89），同（1993）
などが群を抜いている。
（6）トド（でodo）文字
1684年に，オイラート族のザヤ・パンデイタ（Za…ya P叩dita）が作成した
上記（2）の改良文字。蒙古文字は，17世紀以降のマイナー・チェンジによる変更
にもかかわらず，母音字における譜中形と語末形の差異，子音字における無声
子音と有声子音の／t，d／，／c，Z／，／k，g／，／Ⅹ，Y／の差異などを明確に表記
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図1－5 アラビア文字によるモンゴル語資料
Poppe（1938：250）より転載
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し分けることができなかった。この点を克服するために開発されたのが，トド
文字である。
ちなみに，モンゴル語でtodoとは「明瞭な」という意味を持つ。また，オ
イラートで開発されたところから別名「オイラート文字」とも言い，この文字
によって表記された文章語を「オイラート文語」という。なお，このトド文字
は，旧ソ連邦のカルムイクでは1924年にキリール文字を採用するまで，また中
国の新彊ウイグル自治区内のオイラト族にあっては，現在に至るまで使用され
ている。最後に，参考として文字素の一覧表を，図1－7に掲げておく。
（7）ソヨンボ（Soyangbo）文字
1686年に，ハルハのザナバザル（さanabajar）がサンスクリット系のラン
チャ（Lan－t‘sa）文字を範型として作成した文字である。目的とするところは，
仏典の音訳をより行いやすくするためのもので，チベット語，サンスクリット
語などの音に対する手厚い配慮がなされている。
上にも述べたように，インドのデーヴァナーガリー系の文字に範型を求めて
いるところから，パスパ字と同様に正方形の字形をしている。しかし，縦書き
ではなく左から右へと進める横書きを採用しており，この故にモンゴル人たち
はこの文字を「横になった方形文字（kebte酢d6rber己intiseg）」と呼んで，
パスパ字と区別している。また，モンゴル国の国旗にこの文字がディザイン化
されていることは，国際的にも良く知られている。
なお，研究書としては，この文字の存在を世界ではじめて学界に紹介したモ
ンゴル人の碩学リンチェン（Rinさen）博士によるRinさen（1964…67）のほか，
Kara（1959）などがある。また，わが国では中野美代子（1971）の中にもわ
ずかだが，その紹介がある。以下に，具体例として中野氏の同書に収められて
いる巻末付録より，その…〝一部を図1－8（a，b）に示す。
（8）満州文字
満州文字は，図1－9に示してあるように蒙古民族文字と，これを改良した
トド文字に似た字形と構造をしている。文献としては，『御製満珠蒙古漢字三
合切音清文鑑』，『三合便覧』（共に1780年代のはじめ），『満蒙合壁清文鑑』（1743），
『三合語録』（1829）などが残されている。
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図1¶7（a）トド文字（1）
Poppe（1965：19）より転載
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図1－8（a）ソヨンボ文字（l）
中野美代子（1971：巻末付録）より転載
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パスパならびに関連文字のチト付表（2）
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（9）その他
以上に述べた以外にも，チベット仏教の普及に伴って，サンスクリットに遡
行する「聖なる言葉」の音価を不正確にしか表記し得なかった既存の文字に対
し，1587年にダライ・ラマ3世の命を受けて学僧アヨシ・グーシ（Ayusi
圭沖也si）が転写の便に供することを目的とした「アリ・ガリ（Ali†ali＝母音と
子音の意味）」という文字を作成したが，普及はしなかった。
また，李朝時代にハングルで表記されたモンゴル語文献も残されている。主
として，当時の「司訳院」における翻訳官の学習用に編まjlたものだが，『捷
解豪語』，『蒙語類解』，『豪語老乞大（モウゴロウキツタイ』の3種（「蒙学三
書」という）が代表的である。
1905年には，ブリヤート人の僧侶アグワン・ドルジェフ（ArBaH只opxH
eB）が，やはり布教を目的として，トド文字と同様の方向性を持たせた「ブ
リヤート新文字」を作成した。この文字は，彼のサンスクリット名をとって「ワ
ギンドゥラー（Va由ndra）文字」と呼ばれたが，やはり普及するには至らな
かった。
さらに，ローマ字が一部のモンゴル系の言語の表記に採用されたこともある。
1930年代の初頭に，ブリヤートとカルムイクは，トルコ語における成功（後述
する1．2．2．（3）を参照）に影響されてローマ字表記に踏み切った。しかし，すぐ
さま1930年代後半にはロシアからの影響を強く受け，キリール文字に若干の修
正を施した表記へと矛先を変えてしまった。なお，現在のところモンゴル国を
代表する標準語としての役割を果たしているハルハ方言などは，この路線に
沿って，既存のキリール文字に《0≫ ＝／6／と《Y≫＝／也／の2文字を加えた，
つごう35種類のアルファベットを使用している。
1．2．2トルコ語
歴史資料によれば，トルコ民族が登場するのは6世紀のビザンチン帝国を
もって囁失とする。従って，Poppe（1965：59）などは，この6世紀をトルコ
語における実証的な研究の出発点とみなしている。
以下に述べるように，トルコ系の諸語に用いら頚lてきた文字の種類は極めて
多岐にわたるが，ごくおおざっぱに言えば，ルーン文字，アラビア文字，ウイ
グル文字，ローマ字の順で交代しており，わけても14…5世紀にかけてはアラ
ビア文字によるオスマン・トルコ語の文学が，そして15－20世紀にかけてはチャ
ガタイ・チエルク語の文学が栄えた。
22
（l）ル｝ン文字
8世紀
城生伯太郎
厳密には，758ないしは759年成立 に，ルーン文字によって
刻まれた碑文が，最古の資料とされている。この碑文は，東部シベリアのイエ
ニセイ（Yenisei）河の上流と，モンゴル国の首都オラーン・バータル（日本
ではどういうわけかウランバートルと言い習わされている）からほど遠からぬ，
オルホン（Orkhon）河流域の谷間で発見されたところから，イエニセイ碑文
とオルホン碑文と呼ばれている。また，両者を併せて「突廠碑文」ともいう。
なお，後者の発見者はアルタイ言語学の碩学ラムシュテット（G．J．Ramstedt）
博士で，詳細はRamstedt（1913）に発表されている。
内容は，734年に没した批伽汗（BilgeKhan）と，その見でこれより先の732
年に没した闘将勤（K也1T曙in）という皇子，およびその宰相たちの武勲をた
たえたもので，1893年にデンマークのトムゼン（Ⅴ．Thomsen）によって解読
されている。
23ページのl窒！1－10にルーン文字のアルファベットー覧を掲げる。
（2）アラビア文字
10世紀ごろから用いられていたようだが，この文字による資料が発見された
のは1914年のことである。先に挙げたPoppe（1965：70）によれば，この文
字が最も旺盛に用いられたのは，15世紀のチャガタイ王国時代で，中でも重要
な文献は，Babur王（1483－1530）による『Baburという呼び名』と，Abu，1
GhaziBahadur（1603…1664）による『トルコ族の歴史』であるという。
24ページの図1－11にアラビア文字によるアルファベットー覧を掲げる。但
し，注意すべき点は“Ⅴ”が／u，0，也，6／を表わし，“y”が／‡，i／を表わすと
いうことと，“j，b，左，亭，Z，t，写”が専らアラビア語からの借用語を
表わすという点である。
（3）ローマ字
ローマ字は，1929年以降「トルコの父」と呼ばれるケマル・パシヤ（Gazi
Musta払KemalPasha＝Ata紬rk）による文字改革によって，旧来のアラビ
ア文字にとって変わり，爾来一貫して現代語正書法に至るまで採用されている。
なお，柴田武（1951）によれば，この文字改革は国際的にも稀なほどうまく成
功を収めた例だとしている。
25ページの図1－12にローマ字によるアルファベットー覧を掲げる。
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（4）その他
上に挙げた以外にも，トルコ系の諸語においてはさまざまな文字が使われて
きた。旧ソ連邦内のトルコ族とチエワシは，次に図1－13として掲げてあるよ
うに，キリール文字を利用した正書法を採用している。
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図1－13 キリール文字
Poppe（1965：53）より転載
しかし，キリール文字に若干の改変を加えて用いているトルコ系の諸語はか
なりの数に上るうえに，それぞれの間には微妙な音韻体系上のズレがあるため，
これらの音価は甚だ煩雑なものとなっている。幸い，Poppe（1965）があざや
かにその辺りの整理をしているので，以下に図1－14（a，b）として，その
一覧表を引用する。
最後に，以上で述べた以外にもトルコ語にはまだ中期アラム文字から発達し
たManichean文字，インド起源のBr云ムmi文字，ウイグル文字，そのもとと
なっているソグド文字，1897年に発見されたネストリアン・シリア文字による
文献‥・と，まさに枚挙にいとまがないほどに，多くの文字が駆使されてきたと
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図1－14（a）トルコ系譜語におけるキリール字対照（1）
Poppe（1965：54）より転載
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Poppe（1965：55）より転載
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いう歴史がある。
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（以下次号につづく）
【註】
＊小塙は，大学院で行なってきた「アルタイ言語学」のために準備した講義ノート
を文字化したものである。はじめに「研究ノート」と断ってあるのは，そういう
理由による。このため，例えば人名の引用や言及などには，時々「リンチェン博
士」のような敬称がつけられているが，筆者にはことさら一部の人たちがやかま
しく神経を尖らせているような「書き物の中で挨拶をする」などといった大それ
た気持ちは微塵もない。単なる日常的なごく当たり前のマナーの問題だと考える。
ところで，今日の日本における社会通念としては，犯罪者や被告に至るまで「呼
び捨て」はもはや許されない時代となっており，この点から見ても，多くの学会
で慣習化している文献の引用等に際しての「呼び捨て」は，ある意味では犯罪者
以下を彷彿させ，いささか奇異にも感じられる。しかし，こちらの方は効率化を
考えれば，一種の「業界用語および語法」として容認せざるを得ないのが現状で
あろうと諦めている。
ただし，多くの学会が採用している姓名のうち姓のみを掲げるというやり方は，
特にアジアの諸国にとってはあまり優れた方法ではない。なぜなら，例えば韓国
には「金」という姓があふれている。中国では，「劉」さんがたくさんいる。日本
にも，「鈴木」や「山田」といった，苗字だけでは区別がつかない例は枚挙にいと
まがない。以上の理由によって，小塙の筆者は信念をもってフルネームによる言
及方法を原則として採用している。
【引用および参考文献】
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